
足早に出て行くＡさん
 私が務める職場には、Ａさんという40代の事務職員がいます。いつも出社
時と退社時に事務所へ行くのですが、決まって笑顔で「お疲れ様です」と挨
拶を返してくれます。

 先日は事務所で「実家からスイカが届いたから、お裾分け」と、冷蔵庫から
タッパーを取り出し、スイカを分けてくれました。「旦那もスイカ好きでね。
あっ、息子も好きだから家族全員か」と嬉しそうに話していました。

 そんなある日の早朝のことです。いつもなら事務所で挨拶をすると、振り
返って「おはようございます。お疲れ様です」と返事をしてくれるＡさんで
すが、今日は黙って机の方を向いていました。

 少し気になったので、Ａさんの近くへ行き「おはようございます。何かあり
ましたか？」と話しかけると、「何も無いです。おはようございます」と言
うと、足早に事務所から出て行ってしまいました。

 Ａさんの机には沢山の書類が積まれていました。また普段は車通勤なのに、
今日はその車がなかったことも気になりました。あと、Ａさんに提出しない
といけない書類を出していないことも、関係しているのかな？

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
モデル事例「足早に出て行くＡさん」を読むＡさんは足早に事務所から出て行ってしまいました。なぜAさんは、足早に事務所から出て行ってしまったのでしょう？色々な原因が推測されると思います。



モデル事例｜行動の背景を考える
Ａさんが足早に部屋を出て行った理由は、様々なこと
（要因）が推測されます。

（例）足早に出て行った背景
・仕事が多く、イライラしていた
・事故に遭い、落ち込んでいた
・書類が提出されないことに怒っていた
・風邪をひいて、気分がすぐれなかった
・二日酔いで、気持ちが悪かった
・低血圧の為、朝方は体調がすぐれない

・・・etc.

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えば、「仕事が多く、イライラしていたのかもしれません」　「事故に遭い、落ち込んでいたのかもしれません」「必要な書類が提出されず、仕事ができないため怒っていたのかもしれません」または「風邪を引いて、二日酔いで、気分がすぐれなかったのかもしれません」「ずっと以前から低血圧で、朝方はめまいや吐き気があるほど、いつも体調がすぐれなかったのかもしれません」行動の背景には何かしらの理由があるものです。しかしその理由は、簡単に推測できるものから、相手のことをより深く知らないと分からないものまで様々です。特にAさんの場合、「低血圧」などは、普段からAさんと関わりがあり、「低血圧の症状」を理解していないと、なかなか推測することは難しいことです。
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水面下の要因に注目する

表面上見えている行動

モデル事例｜氷山モデルで考える

相
互
に
作
用

氷山モデルとは、障害
がある人の課題となっ
ている行動を氷山の一
角として捉え、氷山の
一角に注目するのでは
なく、その水面下の要
因に着目して支援の方
法を考えることを意味
します。
本研修では、支援方法
までは考えず、行動の
背景を捉えるツールと
して使用します。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さて、行動の背景を考える一つのモデルとして、「氷山モデル」というものがあります。氷山モデルとは、障害がある人の課題となっている行動を氷山の一角として捉え、表面上見えている行動に注目するのではなく、その水面下の要因に着目して「行動の背景を捉え」、支援の方法に繋げていくものです。ちなみに今回の研修での「氷山モデル」の役割は、行動の背景を整理するためのツールとして使います。氷山モデルについて少し説明をしたいと思います。行動として見えている部分が、海面上に浮かんで見えている氷山部分で、実はその下にとても大きな氷山が隠れています。この水面下の氷山部分が、行動の背景となっているところです。そこには、「本人の特性」と「環境・状況の影響」というものがあります。この氷山モデルを使った行動の背景の考え方は、一般的に広く使われている考え方です。是非これを機会に覚えておいて下さい。では次のスライドで、先程のAさんの事例を氷山モデルで整理してみましょう。



モデル事例｜氷山モデルで考える

足早に部屋を出て行く

環境・状況の影響

・仕事量が多い
・事故に遭い、車を修理に出
した

・必要な書類が提出されず、
仕事が進まない

・風邪をひき不調だった
・二日酔いで不調だった

本人の特性

低血圧の為、朝方は体調がす
ぐれない（特に起床後１～２
時間程度）。
・ふらつき ・めまい
・倦怠感

水面下の要因に注目する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
氷山の一番上部分が課題となっている行動になります。Aさんの事例では「足早に部屋を出て行く」となります。次に、皆さんから見て水面下の右下部分は「環境・状況の影響」です。仕事量が多い、事故に遭い車を修理に出した、必要な書類が無いため仕事が進まない、風邪を引いていた、二日酔いで不調だった。こうしたことは、環境や状況の影響と考えることができます。そしてもう一つ、低血圧により毎日のように朝方は体調がすぐれない、ふらつき や めまい、倦怠感があるといったことは、本人の特性と考えることができます。一つの行動の背景には私たちの見えない部分に、こうした「環境・状況の影響」と「本人の特性」があり、それらが関連し、行動という形で表面に出てくるのです。



水面下の要因に注目する

表面上見えている行動

モデル事例｜氷山モデルで考える

相
互
に
作
用

本人の特性を理解する
ヒント

 対象者の病歴や診断
名を把握する

 疾病や障害の特性を
理解する（知る）

足早に部屋を出て行く

本人の特性

低血圧の為、朝方
は体調がすぐれない
（特に起床後
１～２時間程度）
・ふらつき
・めまい
・倦怠感

環境・状況の影響

・仕事量が多い
・事故に遭い、
車が修理中

・仕事が進まない
・風邪をひき不調
・二日酔いで不調

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Aさんの事例では、「実は低血圧があり、そのため朝方は体調がすぐれないことがある」といったことが、行動の背景にありました。ですが、Aさんが低血圧であることや、そのために、朝、特に起床後２時間程度は体調がすぐれないことは、分かるはずがありません。こうした知らないことや、例えば見た目では分かりにくいこと、知識として知らないことについては、当然理解することは難しいです。そのためにも、行動の背景を考える上で、　■対象者の病歴や診断名を把握する　■疾病や障害の特性を理解する（知る）ということがとても大切になってきます。



本人の特性｜ex.障害特性

障害特性：障害により生じている特性

自閉症：対人関係形成の困難さ
言語発達の遅れや異なった意味理解
手順や方法に独特のこだわりなどがある、等
【※ヒントシートを参照】

知的障害：記憶することや文字、形を見分けることが困難
微細な作業が困難
興奮しやすい、極端な自信喪失など、等

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本人の特性、私たちの仕事上では「障害特性」と言われることが多いかもしれません。例えば自閉症の障害特性では、「対人関係形成の困難さ」や「言語発達の遅れや異なった意味理解」、「手順や方法に独特のこだわり」などがあります。もう少し具体的な内容は、ヒントシートに書てありますので、そちらをご覧下さい。また知的障害の障害特性には、記憶することや文字・形を見分けることが難しい、指先を使った細かな作業が苦手、感情のコントロールが苦手、自分に自信が持てない、といった特性があります。ここまでは、行動の背景を捉える視点として「氷山モデル」というモデルがあること。そして行動の背景には「環境・状況の影響」と「本人の特性／障害特性」があること。最後に、その特性を理解しておくことが大切、ということをお話ししてきました。



ヒントシート

想定される障害特性 リフレ-ミング（強みの表現に変換）してみると
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①  ことばを聞いて理解することが苦手 ● ▷
②  表情や身振りを、誤って理解してしまう ● ▷
③  人や場面によって態度を変えられない ● ● ▷
④  他の人の興味あることに関心が薄い ● ▷
⑤  全体をとらえて関係性をつかむことが苦手 ● ▷
⑥  別のやり方を探したり臨機応変な対応が苦手 ● ▷
⑦  集団で一斉に行動することが苦手 ● ▷
⑧  「いつ終わる」かを理解するのが苦手 ● ● ▷
⑨  抽象的、あいまいなことの理解が苦手 ● ● ▷
⑩  経験していないことを想像することが苦手 ● ● ▷
⑪  特定の物事に強く固執 ● ● ● ▷
⑫  記憶することが苦手 ● ▷
⑬  発達（認知能力）がアンバランス ● ▷
⑭  特定の行動を何度もくりかえしてしまう ● ● ▷
⑮  期待されていることに注意が向かない ● ▷
　 　 ・落ち着きがなく、その場にとどまっていられない ●
　  　・結果をかえりみず突然反応してしまう ●
⑯  特定の感覚が過敏、または鈍い ● ▷

興味・関心があるものに、強く注意・集中を向けることがでことができる

些細な違いや変化に気がつくことができる、または非常に我慢強い

経験したことは、しっかりと覚える
興味があること（趣味・仕事）に、積極的に取り組める
繰り返し体験することで記憶する
興味・関心、好きなことは抜群にできる　
決まったパターンを几帳面に行うことができる

決められたことを、やり続けようとする

細部に、強く意識を向けることができる
状況に左右されず、ねばり強く取り組むことができる
マイペースに課題を完了することができる

状況に左右されず、自分の好きなことに取り組むことができる

目で見た情報は理解しやすい
明瞭に（はっきりと）区別された指示を好む
ルールをきっちりと守ろうとする。物怖じしない

具体的で、はっきりとしたことを好む

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習②の個人演習時に、人によっては参考にするかもしれない。ヒントシートが、“これ”という確認をしておく。もし必要であれば①、言葉を聞いて理解することが苦手⑦、集団で一斉に行動することが苦手⑨、抽象的、あいまいなことの理解苦手⑪、特定の物事に強く固執といったことが、自閉症の方には障害特性としてあります。



本人の特性｜ex.障害特性

障害特性：障害により生じている特性

自閉症：対人関係形成の困難さ
言語発達の遅れや異なった意味理解
手順や方法に独特のこだわりなどがある、等
【※ヒントシートを参照】

知的障害：記憶することや文字、形を見分けることが困難
微細な作業が困難
興奮しやすい、極端な自信喪失など、等

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
知的障害の障害特性には、記憶することや文字・形を見分けることが難しい、指先を使った細かな作業が苦手、感情のコントロールが苦手、自分に自信が持てない、といった特性があります。ここまでは、行動の背景を捉える視点として「氷山モデル」というモデルがあること。そして行動の背景には「環境・状況の影響」と「本人の特性／障害特性」があること。最後に、その特性を理解しておくことが大切、ということをお話ししてきました。



演習①｜障害特性を考える
 「司会」は③、「記録」は⑤、「発表者」は④が行います。
 エピソード「あれから、何かがおかしい」を読み、行動の
背景にある障害特性を考えてみましょう。

【演習の流れ】

個人で考える

5分

グループ
で考える

20分

発表

5分

演習の説明

10分

演習のまとめ

10分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここから演習に入りたいと思います。演習①です。ここでは事例対象者の「障害特性」について個人・グループで検討し、行動の背景を考えるポイントを学びます。グループ演習では、「司会」を③、「記録」を⑤、「発表者」を④の人が行ってください。エピソード「あれから、何かがおかしい」を読み、行動の背景にある障害特性を考えてみましょう。



演習①｜あれから、何かがおかしい

 ３ヶ月前に脳卒中で入院したＢさんは、２週間前に退院し、現在は在宅で生
活をしています。左半身には後遺症の麻痺がありますが、右手で車いすを操
作し、大きな段差が無ければ自力で移動もできます。身の回りのこともほぼ
自分でできるので、家族は「良くなっている」とホッとしていました。

 でも、少し気になることもあるようです。食事の時、いつもご飯を残したり、
お皿の（Ｂさんから見て）左側だけ残っていたりするんだそうです。他にも、
目の前にお茶があるのに「お茶、ちょうだい」と言ったり、廊下の壁にぶつ
かることもあるそうです。昨日は、廊下の左に置いていあった買い物袋にぶ
つかり、左手に打ち身と擦り傷ができてしまったそうです。

 それから、ひげ剃りについても。いつも左側が剃れてないので、家族が「左
側剃れてないよ」と言うと、自分で触って「あっ、本当だ」と言い、もう一
度剃りにいくことが続いているようです。Ｂさん本人は全く自覚がなく、家
族に言われて気がついているようです。

 退院から２週間、「脳卒中のあとから、何かがおかしい」と家族は感じてい
るようです。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習①｢あれから何かがおかしい｣を読む。



演習①｜氷山モデルで考える

・ご飯を残す（左側を残す） ・左の髭が剃れていない
・よく左側の物（人）や壁にぶつかる

環境・状況の影響（環境要因）

・食事は本人の正面に設置
・湯飲みは左手側に置いてあ
ることが多い

・鏡を見て電気カミソリで髭
を剃る

・廊下に、物が置いてある。
・基本的には、食事や整容、
移動は一人で行う。

本人の障害特性

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Bさんの事例を「氷山モデル」を使って、行動の背景について考えてみましょう。課題となっている行動は、「ご飯を残す。特に茶碗の左側のご飯を残す」「顔の左半分の髭が剃れていない」「移動中、度々左側の人や物にぶつかる」といった行動です。課題となっている行動の背景、環境や状況の影響については、「食事は本人の正面に置いている」「湯飲みが左手側に置かれることが多い」「鏡を見ながら電気カミソリで髭を剃る」「廊下に、物が置いてある」「基本的には、食事や整容、移動は一人で行う」といったことがあげられます。



演習①｜障害特性を考える

【各自】
1. エピソード「あれから、何かがおかしい」をもう一度
読み、Ｂさんの行動の背景にある障害特性について、
ワークシート（WS-１）に書いてみましょう。

【グループ】
2. １）書いた障害特性を、各自グループ内で発表

２）グループ内で障害特性をまとめる

【発表】
3. ３つのグループに発表してもらいます（3～4個）

5分

5分

10分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、Bさんの障害特性について考えてみましょう。はじめに各自で、エピソード｢あれから何かがおかしい｣をもう一度よく読み、WS-1に障害特性を記入してください。時間は５分です。次にグループ内で障害特性について話し合いを行います。はじめに、個人が書いた障害特性を、各自グループ内で発表します。次にグループ内で障害特性をまとめてください。では初めて下さい。



演習①｜例示



演習①｜まとめ
行動の背景を考える視点
行動が起きている背景には、何らかの理由がある
対象者の表情と、感情は必ずしも一致しているわけではない
⇒笑っているから「嬉しい」。無表情だから「何も感じていない」

とは限らない
表面上見えている情報が全てでは無いことを理解しましょう

氷山モデル
特に行動障害がある人の行動の背景を捉える考え方
表面上見えている行動の背景には、環境要因と障害特性が相

互に関連している
⇒障害の種類により、障害特性も異なる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習①のまとめです。スライドの説明（読む）



休憩｜お願い

■これから◯分間、休憩をとります

■ ◯◯:◯◯までに、各グループ①の人が模造紙と付箋、
インク写り予防用のロール紙、マジックペンを、会場後方
の机まで取りに来て下さい

■演習２で使用する備品です。
休憩が終わるまでに、必ずとりに来て下さい。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
休憩の時間を設定します演習②で使用する備品をとりに来てもらうよう、お知らせをします。



演習②｜障害特性と環境要因を考える
 「司会」は⑥、「記録」は①、「発表者」は②が行います。
 エピソード「ミサキさんの事例」を読み、行動の背景にあ
る障害特性と環境要因を考えてみましょう。

【演習の流れ】

個人で考える

10分

グループ
で考える

30分

発表

10分

演習の説明

5分

演習のまとめ

5分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習②です。ここでは事例対象者の「障害特性」と｢環境要因｣について個人・グループで検討し、行動の背景を考えます。グループ演習では、「司会」を⑥、「記録」を①、「発表者」を②の人が行ってください。エピソード「ミサキさんの事例」を読み、行動の背景にある障害特性を考えてみましょう。



演習②｜ミサキさんの事例

 ミサキさんは特別支援学校中学部の卒業を控えた15歳の頃、急に学校に通
うことができなくなりました。家では奇声を上げ続けたり、変形するほど自
分の顔を叩いたり・・・。自傷を放っておくわけにはいかず、家族は交代で
ミサキさんを抱きかかえて過ごす毎日が続きました。睡眠のリズムも崩れ、
昼夜逆転した生活に家族は疲れ果てていました。

 ３歳の時に中度の知的障害を伴う自閉症との診断を受けたミサキさんは、小
さい頃から強い感覚過敏がありました。人の大きな声や歓声が苦手で、他の
子どもが遊んでいる公園に連れて行く度に泣き叫んでいました。こだわりの
強さも相当なもので、小さく点滅するネオンサインを見つけると動かなく
なってしまうミサキさんを家に連れ帰るのに、いつも大変苦労していたそう
です。

 テキストp.186の事例「不登校になったミサキさん」
を読み、ミサキさんの障害特性と環境要因について
考えてみましょう。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習②｢ミサキさんの事例｣を読むテキストp.186を開き、「不登校となったミサキさん」のページを確認



演習②｜障害特性と環境要因を考える

【各自】
1. エピソード「ミサキさんの事例」をもう一度読み、ミ
サキさんの障害特性と環境要因を、ワークシート
（WS-２）に書いてみましょう。

【グループ】
2. １）個人が書いた障害特性と環境要因を、グループ内

で発表
２）グループ内で障害特性と環境要因をまとめる

【発表】
3. ３つのグループに発表してもらいます。

10分

10分

30分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、ミサキさんの障害特性と環境要因について考えてみましょう。はじめに各自で、テキストp.186の「不登校になったミサキさん」の事例をよく読み、WS-２に障害特性と環境要因を記入してください。その際、ヒントシートから障害特性を考えて頂いて結構です。　WS-2への記入は10分間です。次にグループ内で障害特性について話し合いを行います。はじめに、個人が書いた障害特性と環境要因を、各自グループ内で発表します。その次にグループ内で障害特性と環境要因をまとめます。では初めて下さい。



演習②｜個人で考える
学校に行くことができなくなった（不登校）。
かんしゃくを起こす。

本人の障害特性 環境・状況の影響（環境要因）

【支援方法】
・スケジュールボード（写真）を使い先の見通しを持てるようにする。
・外出の流れをスモールステップ（少しずつ段階的に）で、開始し取り組む。
・外出先に学校も入れ、「学校に行ける」ことを伝える。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
スライドを出し10分待つ残り２分ほどになったら「あと２分です。」



演習②｜グループで考える
【グループ】

1. WS-2を模造紙に同じように書いて下さい （５分）

2. 付箋に｢障害特性｣と｢環境要因｣に書いた内容を、書き写します。
その際、付箋１枚には内容１つずつ記入してください （５分）

3. 障害特性と環境要因を各自グループ内で発表し、書いた付箋を該
当する箇所に貼りつけていきます （10分）

4. グループ内で障害特性と環境要因をまとめます （10分）

※時間が余ったグループは、氷山を綺麗にペイントしてください

30分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グループでの演習を始めます。　演習の流れは・・・・・・・（1～4を説明）それでははじめに５分間、WS-2の絵を模造紙に書き写してください。時間は５分間です。一応机にインクが移らないように、下に敷くための紙も準備していますので、そちらをお使いください。では、はじめてください。



演習②｜個人で考える

学校に行くことができなくなった（不登校）。
かんしゃくを起こす。

本人の障害特性

●●●●●●●

△△△△△△△△△

■■■■■■■

環境・状況の影響（環境要因）

✕✕✕✕✕✕✕✕✕✕✕✕

●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●

□□□□□□□□

【支援方法】
・スケジュールボード（写真）を使い先の見通しを持てるようにする。
・外出の流れをスモールステップ（少しずつ段階的に）で、開始し
取り組む。
・外出先に学校も入れ、「学校に行ける」ことを伝える。

WS-2

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
５分過ぎましたので、次に移ります。個人演習でWS-2に「障害特性」と「環境要因」を書いて頂きました。次は付箋に「障害特性」と「環境要因」を書き写してください。付箋１枚には、項目１つだけです。例えば「ことばを聞いて理解することが苦手」といった障害特性であれば、その障害特性を付箋１枚に書いてください。時間は５分です。では、はじめてください。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMPRoOm60cYCFYiblAodcHsBKA&url=http://hibana.rgr.jp/sozai-icon-postit.shtml&ei=qzKgVYPQGYi30gTw9oXAAg&bvm=bv.97653015,d.dGo&psig=AFQjCNGcPyWw_os_RML8oPgmJHf_MkoYmw&ust=1436648487121820
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMPRoOm60cYCFYiblAodcHsBKA&url=http://hibana.rgr.jp/sozai-icon-postit.shtml&ei=qzKgVYPQGYi30gTw9oXAAg&bvm=bv.97653015,d.dGo&psig=AFQjCNGcPyWw_os_RML8oPgmJHf_MkoYmw&ust=1436648487121820


演習②｜グループ内発表

学校に行くことができなくなった（不登校）。
かんしゃくを起こす。

本人の障害特性 環境・状況の影響（環境要因）

【支援方法】
・スケジュールボード（写真）を使い先の見通しを持てるようにする。
・外出の流れをスモールステップ（少しずつ段階的に）で、開始し
取り組む。
・外出先に学校も入れ、「学校に行ける」ことを伝える。

●●●●●
●●

✕✕✕✕✕✕
✕✕✕✕✕✕

△△△△△
△△△△

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
演習①と同様に、グループ内で「障害特性」と「環境要因」を発表してください。「司会」は⑥番の人が行います。発表の際、模造紙に書いた「障害特性」と「環境要因」の欄に、付箋を貼っていってください。時間は10分間です。では始めて下さい。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMPRoOm60cYCFYiblAodcHsBKA&url=http://hibana.rgr.jp/sozai-icon-postit.shtml&ei=qzKgVYPQGYi30gTw9oXAAg&bvm=bv.97653015,d.dGo&psig=AFQjCNGcPyWw_os_RML8oPgmJHf_MkoYmw&ust=1436648487121820
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCMPRoOm60cYCFYiblAodcHsBKA&url=http://hibana.rgr.jp/sozai-icon-postit.shtml&ei=qzKgVYPQGYi30gTw9oXAAg&bvm=bv.97653015,d.dGo&psig=AFQjCNGcPyWw_os_RML8oPgmJHf_MkoYmw&ust=1436648487121820


演習②｜グループでまとめる

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

✕✕✕✕✕✕
✕✕✕✕✕✕ ・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

学校に行くことができなくなった（不登校）。
かんしゃくを起こす。

本人の障害特性 環境・状況の影響（環境要因）

【支援方法】
・スケジュールボード（写真）を使い先の見通しを持てるようにする。
・外出の流れをスモールステップ（少しずつ段階的に）で、開始し
取り組む。
・外出先に学校も入れ、「学校に行ける」ことを伝える。

●●●●●
●●

✕✕✕✕✕✕
✕✕✕✕✕✕

●●●●●
●●

●●●●●
●●

✕✕✕✕✕✕
✕✕✕✕✕✕

△△△△△
△△△△

●●●●●
●●

あああああああ
ああああああ
ああ

△△△△△
△△△△

あああああああ
ああああああ
ああ

✕✕✕✕✕✕
✕✕✕✕✕✕

✕✕✕✕✕✕
✕✕✕✕✕✕

あああああああ
ああああああ
ああ

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

△△△△△
△△△△

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
模造紙に書いた大きなWS-2を参考に、グループ内で議論し「障害特性」と「環境要因」をまとめてください。司会は引き続き⑥番の人が行います。「記録」の①番の人は、模造紙上の「障害特性」と「環境要因」に貼ってある付箋を整理してください。そして、なぜそれを選んだのかを簡潔にまとめて下さい。後ほど「発表」を行う人が発表しやすいようにまとめてください。時間は10分間です。では、はじめてください。５分ほど経過してからもし時間が余ったグループは、綺麗に氷山をペイントして下さい。次の予定は、前に出ての発表です。



演習②｜発表
【発表：３グループ】

1. 司会者と記録者はグループで作成した模造紙を持ち、前に出ます

2. 発表者も前に出て、説明をしてください
１）グループでまとめた障害特性と環境要因
２）なぜ、それを選んだのか（根拠）

10分

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、３グループの方に、前に出てきて発表をしてもらいます。１と２を説明



演習②｜例示



まとめ｜行動の背景と捉え方

■行動には何らかの理由がある

■「氷山モデル」を使った行動の背景を捉える考え方

■行動の背景には「障害特性」と「環境要因」があり、双方が関
連し、表面上の行動として表れる

■障害の種類により「障害特性」も様々

■ 「障害特性」と「環境要因」 を整理し、
課題となっている要因を明らかにする事が
根拠に基づいた適切な支援の第１歩

左側右側

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後のまとめです。この演習で皆さんにお伝えしたかったポイントは、５つです。１つめは、「行動には何らかの理由がある」ということ。２つめは、行動の考え方として「「氷山モデル」を活用した捉え方」３つめは、「行動の背景には「障害特性」と「環境要因」があり、その２つが関連しあって、見える形で、行動という形で表れている」ということ。４つめは、高次脳機能障害の半測空間無視の事例を演習①で行いました。「障害の種類により「障害特性」も様々」ということ。そして５つめは、「「障害特性」と「環境要因」 を整理し、課題となっている要因を明らかにする事が、根拠に基づいた適切な支援の第１歩」になるということです。以上で演習は終わります。　（お疲れ様でした。ありがとうございました。）
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